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令
和
５
年
１
月
か
ら
３
月
ま

で
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
定
例
議

会
及
び
臨
時
議
会
の
審
議
内

容
・
一
般
質
問
等
を
要
約
し
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

定

例

会

報

告

◎
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会

　
（
３
月
８
日
～
10
日
開
催
）

【
村
長
行
政
報
告
】

〇
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
に
つ

　

い
て

〇
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
ふ
る

　

さ
と
納
税
事
業
及
び
公
共
観

　

光
施
設
を
核
と
し
た
関
係
人

　

口
構
築
業
務
の
中
間
報
告（
２
）

〇
温
泉
熱(

カ
ル
デ
ラ
温
泉)

新

　

規
掘
削
及
び
公
共
施
設
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
転
換
設
備
等
導
入
実

　

施
設
計
業
務
の
進
捗
状
況
に

　

つ
い
て
（
２
）

〇
令
和
４
年
12
月
１
日
以
降
工

　

事
等
発
注
状
況
に
つ
い
て

【
教
育
長
教
育
行
政
報
告
】

〇
赤
井
川
村
国
際
交
流
推
進
プ

　

ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

【
審
議
結
果
】

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○
条
例
案

・
赤
井
川
村
議
会
の
個
人
情
報

　

の
保
護
に
関
す
る
条
例
案
に

　

つ
い
て
（
発
議
）

　

提
出
者　

能
登 

ゆ
う

　

賛
成
者　

湯
澤 

幸
敏

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護
法

　

施
行
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
個
人
情
報
保
護
審

　

査
会
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
公
の
施
設
に
係
る

　

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
特
定
教
育
・
保
育

　

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

　

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
会
計
年
度
任
用
職

　

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
有
住
宅
管
理
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

　

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

　

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

　

条
例
案
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
赤
井
川
村
山
村
活
性
化
支
援

　

セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い

　

て

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

○
計
画
案

・
赤
井
川
村
過
疎
地
域
持
続
的

　

発
展
市
町
村
計
画
の
変
更
に

　

つ
い
て全

員
賛
成
で
原
案
可
決

○
補
正
予
算
案

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算（
第
10
号（
専
決
処
分
））

全
員
賛
成
で
原
案
承
認

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
11
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
国
民

　

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
２
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

　

号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算
の
主
な
内
容

［
歳
入
］

・
地
方
交
付
金
税
（
増
額
）

２
，
６
８
１
万
１
千
円

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

　
（
新
規
）

６
６
８
万
５
千
円

・
ふ
る
さ
と
寄
付
金
（
減
額
）

△
５
，
９
８
０
万
円

［
歳
出
］

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
等
代

　
（
減
額
）

△
１
，
３
２
２
万
８
千
円

・
庁
舎
管
理
費
等
光
熱
水
費

　
（
増
額
）

１
８
８
万
円

○
当
初
予
算
案

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

・
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
原
案
可
決

当
初
予
算
の
主
な
内
容

　

４
月
に
配
付
済
み
の
別
冊

「
こ
と
し
の
村
の
し
ご
と
」
に

概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
特
別
委
員
会
報
告

　

付
託
を
受
け
た
次
の
11
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

・
赤
井
川
村
有
住
宅
管
理
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

に
つ
い
て

・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
11
号
）

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
後
期

　

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

・
令
和
４
年
度
赤
井
川
村
国
民

　

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
２
号
）

・
令
和
４
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
４
号
）

・
令
和
４
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

・
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

・
令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医

　

療
特
別
会
計
予
算

・
令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
予
算

・
令
和
５
年
度
簡
易
水
道
事
業

　

特
別
会
計
予
算

・
令
和
５
年
度
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算

議
会
だ
よ
り
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 議会だより

◇
馬
場
村
長
よ
り
令
和
５
年
度

行
政
と
予
算
案
の
大
綱
及
び
根

井
教
育
長
よ
り
令
和
５
年
度
教

育
行
政
執
行
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

一 

般 

質 
問 
と 

答 

弁

　

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
は
、

質
問
者
・
答
弁
者
が
自
ら
要
約

し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
一
般
質
問
と

答
弁
の
全
文
は
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
議
録
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

◆
曽
根　

敏
明　

議
員
◆

質
問
１
【
山
村
活
性
化
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー
の
今
後

　
　
　
　

の
利
用
方
法
に
つ

　
　
　
　

い
て
】

　

村
長
よ
り
赤
井
川
村
財
政

健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
一
つ
と
し
て
山
村
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
利

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
よ
り
数
回
提
案
説
明
を
受

け
、
私
た
ち
議
員
も
昨
年
７

月
に
（
株
）
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
企
画
に
よ
る
過
疎
地

域
で
の
廃
校
再
生
の
成
功
事

例
（
福
島
県
田
村
市
）
を
視

察
さ
せ
て
頂
き
、
セ
ン
タ
ー

利
用
が
低
迷
し
て
い
る
中
で
、

落
合
・
常
盤
区
会
の
住
民
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
さ
ら
に

は
、
赤
井
川
村
の
ピ
ー
ア
ー

ル
に
繋
が
り
新
た
な
セ
ン
タ

ー
の
利
用
が
出
来
る
よ
う
私

も
常
盤
区
会
の
一
人
と
し
て

大
変
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

昨
年
10
月
の
議
会
協
議
会

で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実

現
に
向
け
た
山
村
活
性
化
支

援
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
後
の
経
過
及
び
今
後
の
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
新
年
度
予
算
書
を
見

て
も
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な

い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由

な
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

１
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10
月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
会
協
議
会
に
て
、
施
設
活
用

の
イ
メ
ー
ジ
と
10
月
時
点
で
想

定
さ
れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
財

源
と
し
て
、
国
の
地
方
創
生
推

進
交
付
金
の
活
用
に
つ
い
て
ご

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
先
の

定
例
会
の
予
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
山
村
活
性
化

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一

部
改
正
条
例
案
の
審
議
に
お
き

ま
し
て
、
担
当
課
長
よ
り
内
閣

府
に
対
す
る
地
方
創
生
推
進
交

付
金
事
業
計
画
の
概
要
と
計
画

提
出
に
関
し
て
事
前
相
談
を
進

め
た
い
旨
を
ご
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
際
に
議
会
か
ら
は
、
交

付
金
が
採
択
さ
れ
た
場
合
の
事

業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
都
度
、

十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
年
末
に
お
い
て
、

北
海
道
を
経
由
す
る
形
で
内

閣
府
へ
の
事
前
相
談
を
開
始
し
、

計
画
作
成
に
関
す
る
助
言
を
得

な
が
ら
、
１
月
23
日
に
内
閣
府

へ
事
業
計
画
書
を
提
出
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
同
施
設

は
、
平
成
６
年
度
農
林
水
産
省

補
助
金
で
整
備
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
施
設
利
用
計
画
の
変
更

に
関
す
る
相
談
も
北
海
道
農
政

部
へ
行
っ
て
い
る
の
が
現
時
点

の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
予
て
よ
り
ご
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
通
り
、

国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の

採
択
が
な
け
れ
ば
事
業
を
進

め
る
こ
と
は
難
し
く
、
財
源
を

し
っ
か
り
と
確
保
し
た
う
え
で

進
め
る
事
業
と
し
て
、
新
年
度

予
算
へ
の
計
上
は
行
わ
ず
、
事

業
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
ら
、

先
ず
は
、
国
へ
提
出
し
た
事
業

計
画
に
定
め
る
事
業
費
分
を
、

第
２
回
定
例
会
を
目
処
に
補
正

予
算
と
し
て
計
上
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
同
施
設
の
管
理
運
営
体

制
に
つ
き
ま
し
て
も
、
協
議
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
常
盤
地
区
住
民

の
皆
さ
ん
の
集
会
施
設
と
し
て

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
は

利
用
が
低
迷
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
ら
、
都
市
部
の
若

手
人
材
が
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を

構
築
し
、
首
都
圏
や
都
市
部
か

ら
地
域
の
中
核
的
人
材
と
な
り

得
る
若
者
等
を
発
掘
し
て
育
て
、

自
立
自
走
の
稼
ぐ
モ
デ
ル
の
創

出
、
ま
た
、
同
施
設
を
こ
れ
ら

活
動
の
拠
点
に
す
る
と
と
も
に
、

オ
フ
ィ
ス
環
境
を
整
備
し
、
リ

ゾ
ー
ト
地
に
近
い
ワ
ー
ケ
ー
シ

ョ
ン
施
設
と
し
て
外
部
事
業
者

の
入
居
を
目
指
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問
２
【
区
会
で
所
有
す
る

　
　
　
　

集
会
所
に
つ
い
て
】

　

村
内
で
は
、
各
区
会
が
所

有
す
る
集
会
所
が
数
カ
所
、

今
で
も
活
用
さ
れ
、
そ
の
区

会
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
建
物
と
な
っ
て
お
り
、

役
場
の
方
も
色
々
な
説
明
会

等
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
は
、
基
本
的
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
、
都
住
民
セ
ン

タ
ー
、
山
村
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
の
利
用
を
求
め
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り

昔
か
ら
利
用
し
て
き
た
集
会

所
が
、
近
く
て
農
作
業
が
終

わ
っ
て
も
す
ぐ
に
行
け
る
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

築
何
十
年
に
も
な
る
集
会

所
で
す
か
ら
屋
根
の
雨
漏
り
、

外
壁
等
の
修
繕
、
工
事
費
等

多
額
の
費
用
が
か
か
っ
た
場

合
、
地
域
住
民
の
負
担
が
重

く
の
し
か
か
り
ま
す
。

　

区
会
に
絶
対
に
必
要
な
集

会
所
に
対
し
て
村
長
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、

何
か
よ
い
考
え
を
お
持
ち
で

は
な
い
か
、
お
答
え
く
だ
さ

い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

区
会
が
所
有
す
る
集
会
施
設

に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
維
持
管
理
し
て
い
く
か
は
、

各
区
会
が
主
体
的
に
動
い
て
い

く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

過
去
に
は
、
区
会
集
会
施
設
に

対
す
る
改
修
費
の
２
分
の
１
を

上
限
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し

た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
施
設
の
修
繕
等
を
検
討

さ
れ
る
区
会
に
対
し
ま
し
て
は
、

過
去
の
例
を
参
考
に
支
援
を
検

討
し
、
議
会
の
皆
様
に
も
ご
協

議
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
対
応
す



4� 広報あかいがわ　2023.5.1

る
こ
と
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
連　

茂　

議
員
◆

質
問
１
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

　
　
　
　

ー
ド
に
つ
い
て
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

行
政
事
務
に
お
け
る
作
業
の

効
率
化
と
ス
ピ
ー
ド
の
向
上

の
為
に
必
要
で
、
今
後
、
銀

行
や
電
子
カ
ル
テ
と
の
連
携

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

組
み
込
み
に
よ
っ
て
様
々
な

利
便
性
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
ツ
ー
ル
に
な
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
未
だ
に

デ
ー
タ
の
管
理
や
番
号
制
度
、

ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
や
デ
ジ

タ
ル
格
差
へ
の
懸
念
も
根
深

く
、
令
和
５
年
２
月
12
日
現

在
の
速
報
値
に
よ
る
と
申
請

状
況
は
68
．
８
％
、
交
付
率

は
60
．
１
％
と
い
う
状
況
で

す
。

　

先
ず
は
、
現
在
赤
井
川
村

の
申
請
状
況
と
普
及
率
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

効
率
を
高
め
る
に
は
限
り

な
く
１
０
０
％
に
近
づ
け
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

大
分
県
の
姫
島
村
（
ひ
め
じ

ま
む
ら
）
や
新
潟
県
の
栗
島

村
（
あ
わ
し
ま
む
ら
）
な
ど

交
付
率
が
90
％
を
超
え
る
地

区
も
現
れ
、
普
及
も
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
２
万
円

分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
対
象

に
な
る
申
請
が
２
月
い
っ
ぱ

い
で
終
わ
り
、
今
後
、
交
付

率
を
高
め
る
に
は
、
直
接
的

に
申
請
に
つ
な
が
る
活
動
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
以
前

も
村
長
か
ら
交
付
率
を
増
や

す
方
法
を
い
く
つ
か
提
案
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
、

具
体
的
な
お
考
え
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
国
主
導
に
よ
り
、
平
成

28
年
１
月
よ
り
法
定
受
託
事
務

と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
で
の
出
張
受
付
や

悠
楽
学
園
大
学
を
は
じ
め
と
し

た
高
齢
者
の
集
ま
り
を
中
心
に

担
当
職
員
が
出
向
き
受
付
を
し

た
り
、
更
に
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
取
得
の
お
手
伝
い
を
し
た
結

果
、
３
月
１
日
時
点
の
村
の
集

計
で
は
、
申
請
率
が
75
．
２
％
、

交
付
率
が
62
．
３
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

幸
い
全
国
平
均
は
上
回
っ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
今
後
は
村
内
事

業
所
単
位
で
の
訪
問
活
動
や
戸

別
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
の

対
応
を
は
じ
め
、
引
き
続
き
現

在
カ
ー
ド
が
活
用
で
き
る
内
容

な
ど
を
繰
り
返
し
広
報
し
、
取

得
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

質
問
２
【
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

　
　
　
　

い
て
】

　

近
年
の
犯
罪
傾
向
は
、
明

ら
か
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

が
進
ん
で
い
な
い
地
方
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
む
し
ろ
、

防
犯
カ
メ
ラ
が
犯
罪
を
地
方

に
追
い
や
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
、
住
民
の
安
全
安
心
を

得
る
た
め
に
も
防
犯
カ
メ
ラ

の
普
及
に
力
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
警

視
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
も
誘
拐
・
窃

盗
・
恐
喝
対
策
と
し
て
は
地

域
特
定
箇
所
に
監
視
す
る
シ

ス
テ
ム
が
防
犯
上
も
っ
と
も

有
効
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
管
内
で
は

い
ち
早
く
黒
松
内
町
が
学
校

の
通
学
路
に
15
台
の
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。
保

育
所
、
小
中
学
校
の
通
学
路
、

公
共
施
設
な
ど
、
赤
井
川
村

に
も
防
犯
カ
メ
ラ
が
必
要
に

感
じ
て
い
ま
す
が
村
長
の
お

考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

村
で
は
個
人
の
も
の
ま
で
は

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
公

共
施
設
に
は
24
時
間
人
の
往
来

の
あ
る
道
の
駅
に
、
屋
内
に
４

台
、
屋
外
に
１
台
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

　

保
育
所
周
辺
の
カ
メ
ラ
設
置

で
す
が
、
昼
間
は
保
育
士
が
常

駐
し
て
お
り
ま
す
し
、
夜
間
に

つ
い
て
も
公
営
住
宅
が
あ
り
、

人
の
目
が
絶
え
ず
あ
る
区
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
設

置
の
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
通
学
路

に
関
し
て
は
、
特
に
薄
暮
か
ら

夜
間
に
か
け
て
の
児
童
生
徒
の

帰
宅
は
、
集
団
で
下
校
し
た
り
、

親
に
迎
え
に
来
て
も
ら
っ
た
り

と
学
校
側
で
も
工
夫
し
て
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も

現
時
点
で
の
設
置
の
考
え
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
公
共
施
設
に
お
い
て

も
、
施
錠
を
し
っ
か
り
し
、
金

品
類
を
極
力
置
い
て
帰
ら
な
い

な
ど
の
基
本
的
対
策
を
徹
底
し

て
い
く
こ
と
で
、
最
低
限
の
窃

盗
被
害
な
ど
に
は
対
処
で
き
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
現
在
の
と
こ
ろ
設
置
の

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
と
し
て
は
前
回
も
お
話
し

し
た
通
り
、
犯
罪
、
不
法
行
為

が
起
こ
ら
な
い
こ
と
は
誰
も
が

望
む
こ
と
で
あ
り
、
警
察
機
関

の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
の
要
望
な

ど
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
を
図
り

な
が
ら
、
村
と
し
て
は
防
犯
協

会
や
学
校
な
ど
関
係
機
関
と
協

力
し
、
不
法
行
為
に
対
す
る
予

防
対
応
を
続
け
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問
３
【
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

　
　
　
　

に
つ
い
て
】

　

３
年
前
「
議
案
や
議
会
で

用
い
る
資
料
を
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
に
で
き
な
い
か
」
と
協
議

し
た
際
、「
予
算
書
に
関
し

て
は
各
課
で
の
互
換
性
が
統

一
さ
れ
て
い
な
い
為
、
現
段

階
で
は
難
し
い
」
更
に
「
先

ず
は
議
会
サ
イ
ド
で
ペ
ー
パ

ー
レ
ス
化
が
可
能
か
検
討
し

て
貰
い
た
い
」
と
い
う
趣
旨

の
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し

た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
勉
強
会
や

検
討
を
重
ね
、
先
日
行
わ
れ

た
議
会
活
性
化
委
員
会
で
は

「
い
つ
ま
で
も
躊
躇
す
る
の

で
は
な
く
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

を
推
進
し
て
い
こ
う
」
と
い

う
こ
と
が
決
ま
り
次
期
議
会

へ
の
引
継
ぎ
事
項
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
決
定
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
デ
ジ
タ
ル
化
）
へ
最
初
の

一
歩
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
行
政
と
議
会
の
協

力
と
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け

た
課
題
も
ク
リ
ア
ー
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
先
ず
は
現
状
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
た
課
題
が
あ
れ

 議会だより
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ば
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
更
に
、

村
長
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け

た
考
え
や
思
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
課
題

に
つ
い
て
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
用
途
や
整
備
水
準
に
よ
っ
て

取
扱
や
考
え
方
は
異
な
る
で
し

ょ
う
が
、
総
じ
て
言
え
る
こ
と

は
、
赤
井
川
村
の
行
政
規
模
で

Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
場
合
、
ど
う

し
て
も
費
用
対
効
果
を
大
前
提

に
シ
ス
テ
ム
導
入
や
ハ
ー
ド
整

備
を
行
う
こ
と
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
国
や
道
が
推
進
し
シ
ス

テ
ム
の
統
一
を
図
る
Ｄ
Ｘ
関
連

整
備
に
つ
い
て
は
補
助
金
や
交

付
金
が
見
込
め
ま
す
が
、
赤
井

川
村
独
自
で
各
種
シ
ス
テ
ム
を

整
備
す
る
と
、
村
単
独
の
資
金

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

つ
ま
り
、
Ｄ
Ｘ
へ
の
課
題
は

財
源
の
確
保
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　

次
に
、
私
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

向
け
た
考
え
方
で
す
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
や
広
報
活
動
を
含
め

役
場
機
構
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

む
こ
と
は
止
め
ら
れ
な
い
事
で

あ
ろ
う
と
想
像
で
き
ま
す
。
た

だ
早
い
か
遅
い
か
、
今
や
る
か
、

後
で
や
る
か
の
こ
と
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
い
ず
れ
迫
ら
れ

な
が
ら
も
整
備
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
今

そ
こ
に
お
金
を
か
け
る
こ
と
の

妥
当
性
の
判
断
は
出
来
て
い
な

い
の
が
本
心
で
す
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
や

む
を
得
ず
村
単
独
費
が
必
要
と

な
れ
ば
別
で
す
が
、
行
政
の
内

部
経
費
を
極
力
抑
え
る
た
め
の

Ｄ
Ｘ
と
考
え
た
場
合
、
赤
井
川

村
の
場
合
逆
に
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

ス
ト
が
掛
か
り
す
ぎ
る
の
で
は

無
い
か
と
い
う
懸
念
は
払
拭
で

き
ず
に
い
ま
す
。

　

以
上
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

対
す
る
村
の
現
状
を
考
え
た
中

で
の
私
の
考
え
で
あ
り
ま
す
。

◆
能
登　

ゆ
う　

議
員
◆

質
問
１
【
む
ら
バ
ス
の
運
行

　
　
　
　

ル
ー
ト
に
つ
い
て
】

　

実
証
運
行
で
は
運
行
ル
ー

ト
に
含
ま
れ
て
い
た
、
余
市

協
会
病
院
、
カ
ル
デ
ラ
温
泉

へ
の
運
行
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
む
ら
バ
ス
運
行
開
始
に

先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た
地

域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
（
以
下
、「
協
議
会
」）
で

は
多
く
の
委
員
か
ら
望
む
声

が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

本
運
行
の
ル
ー
ト
か
ら
は
外

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

会
長
か
ら
「
ニ
ー
ズ
が
あ

れ
ば
今
後
追
加
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
等
を
把
握
し
継
続
的
に

協
議
を
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
旨
の
発
言
が
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
て
、「
柔
軟
に
路

線
を
考
え
て
い
く
方
針
も
示

さ
れ
た
」
と
委
員
の
皆
さ
ん

が
譲
歩
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。

　

余
市
協
会
病
院
に
つ
い
て

は
、
運
行
開
始
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
懇
談
会
で
も
、

参
加
さ
れ
た
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
運
行
を
望
む
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。
真
摯
に
向
き

合
っ
て
い
た
だ
き
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

１
．
む
ら
バ
ス
の
来
年
度
の

　

改
定
内
容
に
は
ル
ー
ト
の

　

延
伸
、
変
更
は
盛
り
込
ま

　

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。「
協

　

議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
様

　

子
も
な
く
、
検
討
過
程
が

　

不
透
明
で
す
。
な
ぜ
盛
り

　

込
ま
れ
て
い
な
い
の
か
、

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
声
は
ど

　

こ
で
ど
の
よ
う
に
取
り
扱

　

わ
れ
た
の
か
、
明
ら
か
に

　

し
て
く
だ
さ
い
。

２
．「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し

　

て
の
公
共
交
通
」
で
あ
る

　

な
ら
、
地
域
の
基
幹
病
院

　

で
あ
る
余
市
協
会
病
院
へ

　

は
当
然
の
よ
う
に
つ
な
が

　

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

仮
に
余
市
協
会
病
院
ま
で

　

延
伸
し
た
場
合
、
ど
れ
く

　

ら
い
経
費
が
増
額
す
る
の

　

か
、
何
か
運
行
上
の
困
難

　

が
発
生
す
る
の
か
、
お
示

　

し
く
だ
さ
い
。

３
．
余
市
協
会
病
院
ま
で
は
、

　

余
市
循
環
バ
ス
や
ニ
キ
バ

　

ス
も
利
用
で
き
る
と
説
明

　

さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

　

乗
り
換
え
の
接
続
が
良
い

　

と
は
と
て
も
い
え
ず
、
運

　

賃
の
負
担
も
増
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
ど
う
ぞ
と
勧
め
る

　

の
は
い
か
が
な
も
の
か
と

　

感
じ
ま
す
。
村
の
お
考
え

　

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

質
問
の
１
点
目
で
す
が
、
先

月
開
催
し
た
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
に
お
い
て
、
一
部
ダ
イ

ヤ
の
改
正
や
ル
ー
ト
の
変
更
等

に
つ
い
て
協
議
を
い
た
だ
き
、

先
の
資
料
の
と
お
り
決
定
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

た
だ
、
能
登
議
員
の
ご
質
問

の
点
は
「
余
市
協
会
病
院
へ
の

延
伸
」
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し

ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
村
民
と

の
意
見
交
換
会
で
は
、
利
用
希

望
の
方
で
ひ
と
月
に
多
く
て
１

回
～
２
回
通
院
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
、
延
伸
を
望
む
意
見
が
あ

っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
声
の
中
に
は
ニ

キ
バ
ス
や
余
市
循
環
線
の
利
用

が
で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
い
方

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
12
月
の
広

報
に
お
い
て
村
民
も
利
用
で
き

る
こ
と
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も

乗
り
換
え
す
る
に
も
待
ち
時
間

が
多
い
と
の
意
見
も
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
４
月
の
ダ
イ
ヤ

改
正
に
お
い
て
待
ち
時
間
が
短

く
な
る
よ
う
工
夫
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
ず
は
こ
の

４
月
か
ら
の
変
更
の
結
果
を
見

た
上
で
、
延
伸
の
必
要
性
と
効

果
に
つ
い
て
検
討
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
に
つ
い
て
で
す
が
、

延
伸
し
て
も
人
件
費
は
変
わ
ら

な
い
た
め
、
必
要
な
の
は
燃
料

費
や
車
両
の
消
耗
費
等
と
考
え

ま
す
。
ル
ー
ト
検
討
時
の
積
算

か
ら
推
測
す
る
と
年
間
約
10
万

円
程
度
と
思
わ
れ
ま
す
。　
　

　

ま
た
、
課
題
は
ど
れ
だ
け
の

需
要
が
あ
る
の
か
？
ど
れ
く
ら

い
空
車
率
を
低
減
で
き
る
か
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
に
つ
い
て
で
す
が
、

ニ
キ
バ
ス
も
余
市
循
環
線
も

利
用
料
金
は
片
道
２
０
０
円
で
、

月
に
何
回
か
の
利
用
と
考
え
る

と
決
し
て
高
い
金
額
で
あ
る
と

 議会だより



6� 広報あかいがわ　2023.5.1

は
考
え
に
く
い
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
村
民
の
中
に
は

「
あ
れ
ば
い
い
か
な
」
と
考
え

て
い
る
方
は
多
く
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
れ
が
実
際
の
利
用

に
つ
な
が
る
の
か
？
と
い
う
と

必
ず
し
も
イ
コ
ー
ル
と
は
な
ら

な
い
と
現
時
点
で
は
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
乗
り
継
ぎ
ダ
イ
ヤ
の

待
ち
時
間
で
す
が
、
３
便
で
余

市
協
会
病
院
に
向
か
う
場
合
、

余
市
駅
で
約
１
時
間
（
余
市
循

環
線
利
用
）
の
待
ち
時
間
は
あ

り
ま
す
が
、
帰
り
の
便
で
は
４

便
で
は
５
分
（
ニ
キ
バ
ス
利

用
）、
６
便
で
３
分
（
ニ
キ
バ

ス
利
用
）
と
４
月
か
ら
大
き
く

時
間
短
縮
と
な
り
ま
す
。
先
ず

は
こ
の
乗
り
継
ぎ
に
つ
い
て
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
結
果

を
見
た
上
で
、
改
め
て
検
討
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

質
問
２
【
開
発
と
環
境
保
全

　
　
　
　

の
ル
ー
ル
作
り
に

　
　
　
　

つ
い
て
】

　

近
隣
の
ニ
セ
コ
地
区
で
は

外
国
資
本
を
中
心
と
し
た
大

型
開
発
に
よ
る
環
境
破
壊
や

汚
染
、
温
泉
枯
渇
な
ど
の
不

安
、
上
下
水
道
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
追
い
付
か
な
い
状

況
か
ら
、
自
治
体
で
独
自
の

開
発
規
制
条
例
を
制
定
す
る

動
き
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

外
資
に
よ
る
道
内
の
森
林

取
得
状
況
も
気
が
か
り
で
、

国
や
道
の
規
制
だ
け
で
は
不

十
分
で
は
な
い
か
と
の
不
安

が
拭
え
ま
せ
ん
。

　

大
き
な
開
発
計
画
が
持
ち

上
が
る
そ
の
前
に
、
自
治
体

と
し
て
望
ま
し
い
村
の
将
来

像
を
描
き
、
開
発
行
為
に
一

定
の
制
限
を
定
め
て
お
く
こ

と
は
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
観
光
開
発
が

進
ん
だ
70
年
代
以
降
、
行
き

過
ぎ
た
森
林
の
伐
採
で
国
土

の
大
半
の
森
を
失
っ
た
ネ
パ

ー
ル
と
は
対
照
的
に
、
ブ
ー

タ
ン
で
は
独
自
の
観
光
政
策

で
自
国
の
豊
か
な
森
林
資
源

を
守
っ
て
い
ま
す
。
世
界
最

高
級
リ
ゾ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

フ
ラ
ン
ス
・
ク
ー
シ
ュ
ベ
ル

村
で
は
、
開
発
当
初
か
ら
開

発
で
き
る
区
域
を
限
定
し
た

り
、
地
元
住
民
が
住
み
に
く

く
な
ら
な
い
よ
う
な
措
置
を

講
じ
た
り
、
長
い
時
間
を
か

け
て
計
画
的
に
少
し
づ
つ
、

世
界
最
高
級
と
呼
ば
れ
る
リ

ゾ
ー
ト
つ
く
り
上
げ
て
き
た

そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
先
行

事
例
か
ら
学
ぶ
事
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
美
し
い
村
」
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
無
秩
序
な
開

発
行
為
の
歯
止
め
と
な
る
ル

ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
村
長
の
お
考
え
を
改

め
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
村

長
が
描
く
村
の
将
来
像
に
つ

い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

私
も
村
長
就
任
以
来
、
自
然

や
景
観
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
赤

井
川
村
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
田

園
風
景
を
開
発
と
保
全
と
い
う

視
点
に
立
ち
、
何
ら
か
の
ル
ー

ル
作
り
は
必
要
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
ま

た
以
前
か
ら
議
会
の
場
に
お
い

て
も
ル
ー
ル
作
り
の
必
要
性
に

関
す
る
ご
質
問
も
受
け
さ
せ
て

頂
き
、
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
作

り
が
良
い
の
か
勉
強
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
答
弁
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
先
に
議

員
の
皆
様
に
は
情
報
提
供
さ
せ

て
頂
い
た
と
お
り
、
令
和
５
年

度
か
ら
国
の
景
観
法
に
基
づ
く

景
観
計
画
を
策
定
し
、
こ
の
計

画
を
運
用
す
る
た
め
の
条
例
を

整
備
す
る
な
か
で
、
明
ら
か
に

良
く
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
景

観
の
保
全
・
改
善
・
活
用
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
地
域
住
民
や
専

門
家
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が

ら
策
定
を
進
め
る
た
め
、
先
進

事
例
か
ら
２
年
程
度
の
時
間
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
予
算
も

一
千
万
程
度
は
必
要
と
の
情
報

も
あ
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
予
算
な
ど
は

新
年
度
に
入
り
関
係
機
関
へ
の

相
談
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
策
定
に
あ
た

り
職
員
が
片
手
間
で
策
定
す
る

範
疇
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
、
６
月
か
ら
２
年
間
の

予
定
で
道
職
員
１
名
の
派
遣
を

受
け
策
定
作
業
を
進
め
た
い
と

考
え
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

質
問
３
【
馬
場
村
政
の
振
り

　
　
　
　

返
り
に
つ
い
て
】

　

元
号
が
令
和
に
変
わ
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
就
任
さ
れ
、
程

な
く
コ
ロ
ナ
禍
、
収
ま
ら
な

い
う
ち
に
国
際
情
勢
の
影
響

よ
る
円
安
や
物
価
高
騰
な
ど
、

社
会
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
中
、
財
政
も
厳
し
く
、

舵
取
り
に
大
変
苦
労
さ
れ
た

４
年
間
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
「
年
頭
あ
い
さ
つ
」

で
は
“
当
選
当
初
に
お
約
束

し
た
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
実
現
又
は
実
現
準
備
を
進

め
て
い
る
と
言
え
る
の
は
70

％
程
度
と
自
己
分
析
し
て
お

り
ま
す
”
と
綴
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
改
め
て
４
つ
の
テ

ー
マ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

４
年
間
の
振
り
返
り
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
基
幹
産
業
の
農

業
と
観
光
の
振
興
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
推
進

す
る
」
と
さ
れ
る
次
期
へ
の

思
い
と
目
標
に
つ
い
て
も
、

併
せ
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁　

馬
場
村
長

　

私
が
立
候
補
の
際
に
掲
げ
た

４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
概

略
で
は
あ
り
ま
す
が
そ
れ
ぞ
れ

の
振
り
返
り
に
つ
い
て
お
答
え

致
し
ま
す
。

　

１
項
目
目
の
「
こ
ど
も
達
の

成
長
を
地
域
み
ん
な
で
支
え

る
」
に
つ
い
て
は
、
赤
松
村
政

で
実
施
さ
れ
て
い
た
政
策
を
継

続
し
つ
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
の
設
置
、
高
校
生
保

護
者
へ
の
支
援
、
む
ら
バ
ス
の

運
行
、
保
育
所
の
保
育
環
境
の

整
備
、
小
中
学
校
に
お
け
る
英

語
教
育
充
実
、
学
校
教
育
・
社

会
教
育
活
動
や
文
化
祭
の
奨
励

な
ど
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ

ら
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
項
目
目
の
「
地
域
の
力
で

元
気
な
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
ぁ
ち

ゃ
ん
を
増
や
し
ま
す
」
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

教
室
の
充
実
や
悠
楽
学
園
大

 議会だより
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学
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
さ

せ
る
他
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
訪

問
介
護
事
業
所
な
ど
介
護
に
関

わ
る
事
業
に
つ
い
て
は
外
部
委

託
や
指
定
管
理
に
よ
り
専
門
性

と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
充
実

と
地
域
住
民
と
の
連
携
強
化
を

図
る
た
め
各
種
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
マ
ン
パ
ワ
ー
の
充
実
も

進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

む
ら
バ
ス
運
行
も
そ
の
ひ
と
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

３
項
目
目
の
「
活
力
あ
る
地

場
産
業
を
育
て
ま
す
」
に
つ
い

て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
観
光
事
業
者

を
中
心
に
厳
し
い
経
営
環
境
に

置
か
れ
る
と
い
っ
た
状
況
は
あ

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
加
工

品
開
発
支
援
や
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
販
路
拡
大
な
ど
前

向
き
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
経
済
活
動
に

繋
げ
る
た
め
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
事
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
呼
び
込
み
な
ど
へ
足
が
か
り

と
な
る
事
業
の
開
始
に
も
目
処

を
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、
新

規
就
農
者
対
策
の
拡
充
や
有
害

鳥
獣
対
策
の
強
化
を
進
め
ら
れ

た
他
、
土
地
改
良
事
業
の
新
規

着
工
や
土
地
改
良
施
設
の
改
修

な
ど
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
外
国
人
の
地
場
産
業

で
の
雇
用
体
制
の
構
築
整
備
に

つ
い
て
も
何
ら
か
の
取
り
組
み

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設

の
休
業
な
ど
に
よ
り
、
ま
っ
た

く
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

４
項
目
目
の
「
村
政
の
見
え

る
化
を
進
め
ま
す
」
に
つ
い
て

は
、
情
報
公
開
条
例
を
よ
り
分

か
り
や
す
く
見
直
し
た
い
と
し

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
基
本
法

令
を
準
拠
と
し
て
い
る
た
め
独

自
に
改
正
す
る
こ
と
は
断
念
し

ま
し
た
が
、
住
民
の
み
な
さ
ん

が
情
報
公
開
手
続
き
を
円
滑
に

行
え
る
よ
う
、
事
務
規
程
の
整

備
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
公
開

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
情
報
鮮
度
を
向
上
さ
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
４
項

目
の
な
か
の
16
細
目
を
数
値
化

し
、
自
己
分
析
し
た
な
か
で
目

標
の
70
％
程
度
と
表
現
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
次
期
へ
の
思
い
と
目

標
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
あ
り

ま
す
が
、
概
略
で
は
あ
り
ま
す

が
お
答
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
赤
井
川
村
を

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
だ
ね
」

と
言
っ
て
貰
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多

く
、
こ
れ
ら
課
題
に
少
し
で
も

解
決
の
目
処
を
付
け
つ
つ
、
新

た
な
取
り
組
み
の
足
が
か
り
も

作
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
２

期
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
頂

く
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
目
標
と
し
て
は
、

１
．
未
来
志
向
の
地
場
産
業
を

　

育
て
村
内
経
済
の
好
循
環
化

　

を
推
進
す
る

２
．
こ
ど
も
達
の
成
長
を
地
域

　

で
支
え
る

３
．
お
年
寄
り
を
は
じ
め
み
ん

　

な
が
元
気
に
過
ご
せ
る
環
境

　

を
整
え
る

４
．
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

を
推
進
す
る

５
．
村
財
政
の
安
定
化
を
進
め
る

　

以
上
５
つ
の
目
標
を
持
っ
て
、

村
政
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～

臨

時

会

報

告 

◎
期
間
内
に
臨
時
会
は
開
催
さ

　

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
議
会
運
営
委
員
会
）

◇
山
口
芳
之
氏
に
自
治
功
労
賞

　

こ
の
度
、
山
口
芳
之
氏
に
議

会
議
員
と
し
て
27
年
以
上
に
渡

り
、
地
域
振
興
の
発
展
及
び
住

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
貢
献
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
全
国
町

村
議
会
議
長
会
よ
り
自
治
功
労

表
彰
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

ご
功
績
を
讃
え
、
こ
の
度
の

名
誉
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
も
赤
井
川
村

発
展
の
た
め
に
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◆
本
会
議
な
ど
の
傍
聴
は
、
ど

な
た
で
も
で
き
ま
す
。
手
続
き

は
、
当
日
受
付
簿
に
氏
名
を
記

入
す
る
だ
け
と
簡
単
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご

意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
令
和
５
年
１
月
～
３
月
）

〇
１
月
20
日

　

議
会
懇
談
会
／
役
場
内
（
議

　

員
全
体
）

〇
１
月
26
日　

総
務
開
発
常
任

　

委
員
会
／
役
場
内（
議
員
全
体
）

〇
１
月
26
日
～
27
日

　

道
路
・
河
川
等
要
望
／
札
幌

　

市
他
（
議
員
全
体
）

〇
２
月
４
日

　

赤
井
川
村
建
設
協
会
交
礼
会

　

／
積
丹
町
（
議
長
）

〇
２
月
10
日

　

北
し
り
べ
し
廃
棄
物
処
理
広

　

域
連
合
定
例
会
／
小
樽
市

　
（
議
長
）

〇
２
月
13
日
～
14
日

　

後
志
町
村
議
会
議
長
会
定
期

　

総
会
／
札
幌
市
（
議
長
）

〇
２
月
20
日

　

北
後
志
衛
生
施
設
組
合
定
例

　

会
等
／
余
市
町
（
議
長
・
議

　

員
全
体
）

〇
２
月
27
日

　

後
志
女
性
議
員
協
議
会
総
会

　

／
倶
知
安
町
（
能
登
議
員
）

〇
２
月
28
日

　

後
志
広
域
連
合
定
例
会
／
倶

　

知
安
町
（
議
長
）

〇
３
月
３
日

　

議
会
運
営
委
員
会
／
役
場
内

　
（
議
員
全
体
）

〇
３
月
８
日
～
10
日

　

第
１
回
定
例
会
他
／
役
場
内

　
（
議
員
全
体
）

〇
３
月
20
日

　

総
務
開
発
常
任
委
員
会
／
役

　

場
内
（
議
員
全
体
）

◇
議
会
の
う
ご
き

 議会だより
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　春のカルデラ散策では、当日14名の方が参加しました。今回は
役場から村道を歩いて池田地区から大黒山の山頂を目指し、帰路
はえびす山の尾根を下り、池田地区の村道から役場へと戻るコース
でした。
　当日の天候はすぐれませんでしたが、雨に降られることなく、登
りきることができました。山頂への道のりは厳しく、勾配のきつい
坂が続きましたが、山頂へたどり着いたときは大きな達成感があり
ました。 
　参加してくれた皆さんからは、楽しかった、また参加したいとい
う声を聞くことができました。参加者の皆さん、お疲れ様でした。

春のカルデラ散策
2023.3.26　赤井川村内

　令和５年４月１日付けで、有害鳥獣駆除を担当する地域おこし協力隊員が着任しまし
たので紹介いたします。当村で初めて、「有害鳥獣駆除業務」を担当する地域おこし協
力隊員です。

〈自己紹介〉
　初めまして。この度、赤井川村地域おこし協力隊員として神奈川県から参りました、
杉山　僚（すぎやま　あきら）と申します。
　鳥獣被害が当村でも問題となっていると伺っています。
　雪国での新たな暮らしをはじめ、任用業務についても未経験からの初挑戦となります。
業務を通じて赤井川村の一員となることを目指して頑張りますので、皆様ご指導のほど、
どうぞよろしくお願い致します。

地域おこし協力隊員着任
2023.4.3　赤井川村役場

（株）セコマに対し村から感謝状を贈呈
2023.3.23　札幌市

　令和４年度、（株）セコマより赤井川村の「農業と観光・リゾート
を柱とした力強い産業と雇用の場をつくる事業」に深いご理解をい
ただき、企業版ふるさと納税によるご寄附をいただきました。
　３月23日、札幌市にある本社にて、馬場村長より（株）セコマ代
表取締役社長赤尾洋昭氏へ感謝状が手渡されました。
　いただいたご寄附は、赤井川村の基幹産業である農業や観光に
活用させていただきます。
　この度の当村へのご厚志感謝いたします。ありがとうございました。
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（株）福津組に対し村から感謝状を贈呈
2023.4.5　古平町

　３月３日（金）に地域貢献事業として、（株）福津組が道道余市赤
井川市街地道路及び交差点における除排雪作業を行いました。
　冬期における通学路及び道路安全対策の向上に大きく貢献をし
た事業を讃えて、馬場村長より同社代表取締役社長福津隆範氏に
感謝状が送られました。
　（株）福津組のこの度の貢献に深く感謝いたします。ありがとうご
ざいました。

村内小学校入学式
2023.4.6　赤井川小学校・都小学校

　　今年の新入生は赤井川小学校が７名、都小学校が５名でした。
　新入生は新たな環境に緊張しながらも先生の指示をしっかりと聞き、行動する様子、新入生紹介の際に名前
を呼ばれて返事をする姿はとても立派でした。小学校からは本格的に勉強も始まります。新入生のみなさんが色々
なことを学び、６年間で成長していく姿が今から楽しみです。
　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。

Topics

転入教職員辞令交付式
2023.4.3　赤井川村役場

　役場会議室において、4月から赤井川村の小中学校に新しく赴任
される先生方への辞令交付式が行われました。赤井川村を代表し
て、根井教育長から挨拶がありました。その後、姉帶赤井川小学
校長から歓迎のお言葉をいただきました。転入される先生を代表
して、赤井川中学校の浦嵜校長先生から御挨拶をいただきました。
式終了後に一人ひとり、自己紹介をしてもらいました。
　今年度は全員で14名の先生が赴任しました。赤井川村の子ども
たちのために皆さんのお力をおかしください。

　令和５年度の「放課後子ども教室開校式」を行いました。今年
度は31名の登録があり、当日は７名の児童が参加しました。例年よ
りも登録人数が多く、賑やかな子ども教室になりそうです。
　式の初めに教育長から挨拶があり、子ども教室に参加するにあ
たっての心がまえとして、「あいさつ」「ありがとう」「あとかたづけ」
の三つの「あ」を大切にしましょう、との話がありました。その後、
指導員の先生方への辞令交付を行いました。
　今年も参加してくれる子どもたちが楽しく、安全に過ごせるような
子ども教室を運営していきたいと思います。

放課後子ども教室開校式
2023.4.3　村体育館
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赤井川中学校入学式
2023.4.7　赤井川中学校

　今年の新入生９名は、在校生の演奏する「威風堂 」々を入場曲に入場し、新たな制服を着て式に参加する様子は、
小学生の時よりもとても頼もしく見えました。
　中学生になると部活動が始まったり、勉強がより難しくなったり、小学校とは環境が大きく変わります。３年間しっ
かりと学び、たくさんの思い出を作ってください。
　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。

　総務省の地域活性化企業人制度により、東京のインターネット関連会社ＤＭＭ.ｃｏｍ
グループから松本卓也さんが赤井川村に派遣されました。
　松本さんは埼玉県出身で、株式会社セガに入社、ソニックなどの家庭用ゲームソフト
開発や、多くの新型ゲーム機の立ち上げに参加、その後も数々の経歴を経て、現在は
合同会社ＤＭＭ　ＧＡＭＥＳ（ＥＸＮＯＡ）で戦略本部ゲーム審査室室長を務めています。
　４月から毎月、１１日間ほど村に滞在し、教育分野を中心として、「プログラミング」、

「ネットワーク」、「学校運営の効率化」を軸に、付随して社会教育や人材育成にもつなが
り、赤井川村で効果が見込まれる企画を発案・提案し、事業として取り組みを展開する
ことで教育の活性化を図ります。

地域活性化企業人制度による派遣職員着任
2023.4.10　赤井川村役場

　４月11日（火）に赤井川へき地保育所にて進級式が行われました。
　随時入所が行われるようになり、入所式ではなく進級式を４月に
行っています。
　前年度から４月までに入所した児童は３名で、在所児童はみんな
それぞれ１つ進級しました。
　これから少しずつ暖かくなるので、お散歩なども増えてきます。
楽しい保育所生活を過ごしましょう。

保育所進級式
2023.4.11　赤井川へき地保育所

Topics

〇
５
月
３
日
（
水
）

　

森
川
歯
科
医
院

　

℡
３
２

－

３
６
５
３

〇
５
月
４
日
（
木
）

　

福
井
歯
科
医
院

　

℡
２
３

－

４
８
４
７

〇
５
月
５
日
（
金
）

　

デ
ュ
オ
歯
科
医
院

　

℡
４
２

－

３
９
９
３

※
診
療
時
間
は
、
午
前
９
時
か

　

ら
正
午
ま
で
で
す
。

Ｇ
Ｗ
休
日
当
番

歯

科

医

院

◆◇赤井川村SOSネットワーク◇◆

　高齢者がいなくなったことに気づいたら
　すぐに余市警察署へご連絡ください

 「高齢者の行方不明が発生した」と伝えてください。

Tel　０１３５―２２―０１１０
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春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
強

風
が
吹
く
な
ど
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
季
は
、
わ
ず
か
な
火

源
か
ら
火
災
と
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
火
気
の
取
扱
い
に
は

細
心
の
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
子
ど
も
の
火
遊
び
、

火
の
つ
い
た
タ
バ
コ
の
投
げ
捨

て
、
た
き
火
の
不
始
末
、
野
焼

き
の
拡
大
な
ど
に
よ
る
火
災
が

例
年
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

雪
解
け
後
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

の
再
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
点
検
の
ポ
イ
ン
ト

〇
タ
ン
ク
本
体
に
破
損
や
変
形

　

は
な
い
か
？

〇
配
管
に
亀
裂
や
破
損
は
な
い

　

か
？

〇
配
管
結
合
部
分
に「
に
じ
み
」

　

や
「
ゆ
が
み
」
は
な
い
か
？

〇
コ
ッ
ク
に
異
常
は
な
い
か
？

〇
脚
部
や
土
台
に
破
損
、
変
形
、

　

傾
き
等
が
な
い
か
？

〇
地
面
に
灯
油
の
漏
れ
が
な
い

　

か
？

〇
周
囲
に
灯
油
の
臭
い
が
な
い

　

か
？

　

４
月
９
日
（
日
）
に
火
災
予

防
の
一
環
と
し
て
、
赤
井
川
消

防
団
に
よ
る
、
各
家
庭
に
チ
ラ

シ
の
配
布
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し

　

ょ
う

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
全

　

て
の
自
転
車
利
用
者
に
対
し
、

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
努
力
義

　

務
が
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

　

ま
し
た
。

　

昨
年
、
自
転
車
乗
車
中
に
亡

　

く
な
っ
た
方
の
約
６
割
は
頭

　

部
損
傷
が
致
命
傷
と
な
っ
て

　

い
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
「
自
転
車

　

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
セ
ッ
ト
」

　

で
す
。
安
全
の
た
め
に
自
転

　

車
に
乗
る
際
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

　

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守

　

り
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
は
運
転
免
許
が
な
く

　

て
も
誰
も
が
乗
車
で
き
ま
す

　

が
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

　

を
守
ら
な
け
れ
ば
交
通
事
故

　

の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も

　

な
り
得
る
も
の
で
す
。

■
（
新
）
自
転
車
安
全
利
用
五
則

〇
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行

　

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優

　

先
〇
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停

　

止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

〇
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

〇
飲
酒
運
転
は
禁
止

〇
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

乾
燥
時
及
び
強
風
時
の

火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
無
理
の
な
い
計
画
と
登
山
計

　

画
書
の
提
出

○
万
全
の
装
備
と
余
裕
の
あ
る

　

食
料
等
の
準
備

○
複
数
人
に
よ
る
登
山

○
通
信
機
器
の
所
持

○
気
象
情
報
の
確
認

が
大
事
で
す
。

■
日
時

　

５
月
15
日
（
月
）

　

午
後
３
時
か
ら
約
１
時
間

■
場
所

　

余
市
警
察
署
３
階
大
会
議
室

　

流
行
っ
て
い
る
詐
欺
の
手
口

の
紹
介
や
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
の
対
策
等
に
つ
い
て
講
演
を

行
い
ま
す
。

　

受
講
希
望
者
は
事
前
に
電
話

で
申
込
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
所
や
町
内
会
等
の
会
合

に
出
向
く
出
張
セ
ミ
ナ
ー
も
行

い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

余
市
警
察
署
生
活
安
全
係

　

℡
２
２

－

０
１
１
０

　
（
内
線
２
６
２
）

山
岳
遭
難
の
防
止

消
防
団
春
季
各
戸
査
察
実
施

自
転
車
に
乗
る
な
ら

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト

余
市
警
察
署
だ
よ
り

詐
欺
電
話
シ
ャ
ッ
ト

ア
ウ
ト
セ
ミ
ナ
ー

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う

余市警察署赤井川駐在所　　℡ 34-6110
北後志消防組合赤井川支署　℡ 34-6033



12� 広報あかいがわ　2023.5.1

　

新
年
度
が
始
ま
り
１
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
生
活
リ
ズ
ム
…

仕
事
…
勉
強
…
環
境
…
様
々
な

変
化
に
よ
り
、
心
身
の
不
調
は

出
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
る

た
め
の
相
談
窓
口
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
身
近
な
人
だ
か
ら
相

談
で
き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
赤

の
他
人
に
相
談
し
た
い
内
容
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
悩

み
で
あ
れ
、
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
迷
わ
ず
誰
か
に
声
を
発
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

下
記
の
表
は
ほ
ん
の
一
部
で
、

他
に
も
た
く
さ
ん
の
相
談
窓
口

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
相
談
先
と
し

て
村
保
健
師
も
お
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ

い
！

■
お
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

保
健
福
祉
課
保
健
師

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

　がん検診をご利用された皆様は、間もなく結果
がお手元に届く頃です。精密検査票が入っていた
方は、忘れないうちに医療機関での検査受診をお
願いいたします。

こ
こ
ろ
の
健
康
も

大
切
で
す
！
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倶
知
安
保
健
所
で
も
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
心
の
健

康
に
つ
い
て
専
門
医
や
保
健
師

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　

か
？

・
や
る
気
が
で
な
い

・
眠
れ
な
い

・
い
つ
も
気
分
が
落
ち
込
む

・
家
庭
内
暴
力

・「
死
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ

　

と
が
多
く
な
っ
た

・
人
と
う
ま
く
話
せ
な
い

・
大
切
な
人
を
突
然
失
い
、
悲

　

し
み
で
こ
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い

・
物
忘
れ
が
多
く
な
り
、
心
配

・
急
に
涙
が
出
て
き
た
り
、
泣

　

き
た
く
な
る

・
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
に
つ

　

い
て
の
心
配

・
学
校
や
仕
事
に
行
け
な
い
、

　

行
こ
う
と
す
る
と
体
調
が
悪

　

く
な
る

・
お
酒
の
せ
い
で
、
家
庭
生
活

　

や
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
頭
の
怪
我
や
手
術
し
た
あ
と
、

　

不
安
に
な
っ
た
り
人
と
の
つ

　

き
あ
い
が
う
ま
く
い
か
な
い

・
思
春
期
の
心
と
体
に
つ
い
て

　

の
心
配
・
不
安　

・・・
な
ど

※
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
は
予
約

　

制
で
す
。
相
談
日
の
３
日
前

　

ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
相
談
日
時
が
変

　

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
詳
し
く
は
保
健
所
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

倶
知
安
保
健
所
健
康
推
進
課

　

健
康
支
援
係

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
７

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

月
会　　　場

倶知安保健所 余市支所

５月 22日（月）
午前10時～正午

６月 22日（木）
午後１時～午後３時

７月 27日（木）
午後２時～午後４時

８月 24日（木）
午後１時30分～午後３時30分

９月 25日（月）
午前10時～正午

10月 23日（月）
午前10時～正午

11月 16日（木）
午後２時～午後４時 　

12月 21日（木）
午後１時～午後３時

令和６年１月 25日（木）
午後２時～午後４時

２月 22日（木）
午後１時30分～午後３時30分

３月 21日（木）
午後２時～午後４時

　

余
市
町
に
あ
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ
ー
し
り

べ
し
は
、
障
が
い
や
病
気
、
ひ

き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
の
生

き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を

対
象
に
、
創
作
活
動
や
余
暇
活

動
、
仲
間
づ
く
り
や
地
域
交
流

な
ど
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
立
と
回
復

の
た
め
の
第
一
歩
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

赤
井
川
村
の
方
も
リ
カ
バ
リ

ー
し
り
べ
し
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
あ
わ
せ
て
、

今
年
度
も
当
事
業
所
の
メ
ン
バ

ー
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
赤
井

川
村
に
伺
い
、
定
期
的
に
「
出

張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」（
共

生
型
地
域
交
流
サ
ロ
ン
）
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し

り
べ
し
」
は
、
当
事
者
同
士
の

新
た
な
仲
間
づ
く
り
や
居
場
所

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
障
が
い

や
病
気
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
じ
地
域
で
暮
ら
す
村
民
同
士

が
気
軽
に
集
い
、
交
流
を
通
じ

て
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め

の
場
に
な
る
こ
と
を
意
図
し
て

開
催
し
ま
す
。

　

気
持
ち
を
共
有
で
き
る
人
と

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
方
、
居
場

所
で
色
々
な
人
た
ち
と
交
流
し

た
い
方
、
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ

し
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る

か
を
知
り
た
い
方
な
ど
、
こ
の

機
会
に
少
し
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
18
日
（
木
）

　
午
後
１
時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

　

※
出
入
り
自
由
で
す
。

■
場
所

　

赤
井
川
村
健
康
支
援
セ
ン
タ

　

ー
悠
楽
室　

■
参
加
費

　

無
料

■
参
加
対
象

　

障
が
い
や
病
気
、
ひ
き
こ
も

　

り
、
不
登
校
な
ど
生
き
づ
ら

　

さ
を
抱
え
て
い
る
方
と
そ
の

　

家
族
、
ま
た
は
、
村
民
同
士

　

で
気
軽
に
集
ま
り
交
流
し
た

　

い
地
域
住
民
の
方

■
内
容

　

自
己
紹
介
・
リ
カ
バ
リ
ー
し

　

り
べ
し
の
紹
介
、
お
し
ゃ
べ

　

り
な
ど

※
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日

　

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

〇
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

〇
Ｎ
Ｐ
О
法
人
し
り
べ
し
圏
域

　

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
活

　

動
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
カ
バ
リ

　

ー
し
り
べ
し　

　

℡
２
３

－

７
３
６
０

　

余
市
町
黒
川
町
10
丁
目
1
番

　

地
26

「
出
張
リ
カ
バ
リ
ー
し
り
べ
し
」

開
催
の
お
知
ら
せ

akgwakgw80378037
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INFORMATION

INFORMATIONお知らせ
伝言板

　

４
月
29
日
（
土
）
に
、
み
や

こ
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

利
用
料
金
は
一
人
１
０
０
円
、

貸
用
具
（
ク
ラ
ブ
）
は
一
本

１
０
０
円
で
す
。

※
村
民
以
外
は
、
利
用
料
金
は

　

一
人
３
０
０
円
、貸
用
具（
ク

　

ラ
ブ
）
は
一
本
２
０
０
円
で

　

す
。

　

今
年
は
、
雪
ど
け
が
早
か
っ

た
た
め
、
気
持
ち
よ
く
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
を
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
、

次
の
方
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政

相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤　

幸
夫
さ
ん

　

字
赤
井
川（
１
町
内
）

　

行
政
相
談
委
員
は
、
無
報
酬

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
国

民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
国
の
行
政

活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の

助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種

別
割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
水
）で
す
。

〇
自
動
車
税
種
別
割
は
毎
年
４

　

月
１
日
現
在
に
自
動
車
を
お

　

持
ち
の
方
に
納
め
て
い
た

　

だ
く
道
税
で
す
。

〇
コ
ン
ビ
ニ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

　

ド
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

　

の
み
）で
も
納
税
で
き
ま
す
。

〇
５
月
８
日
に
納
税
通
知
書
を

　

発
送
し
ま
す
の
で
、納
期
限

　

ま
で
に
納
税
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

〇
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

　

方
や
納
税
に
つ
い
て
お
問

　

い
合
わ
せ
が
あ
る
方
は
左

　

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

後
志
総
合
振
興
局
小
樽
道
税

　

事
務
所

　

℡
０
１
３
４

－

２
３

－

９
４
４
１

令
和
５
年
度
自
動
車
税

種
別
割
の
納
期
限

み
や
こ
公
園
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

国
民
年
金
保
険
料
が

変
更
に
な
り
ま
す

月
額
１
６
，
５
９
０
円

　
　
　
　
（
～
令
和
５
年
３
月
）

　
　
　
　

↓

月
額
１
６
，
５
２
０
円

　
　
　
　
（
令
和
５
年
４
月
～
）

　

20
歳
か
ら
50
歳
未
満
の
方
に

限
っ
て
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者

の
所
得
状
況
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
納
付
が
10
年
間
猶
予
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
28
年
６
月
ま
で
は
30
歳

未
満
、
平
成
28
年
７
月
以
降
は

50
歳
未
満
が
納
付
猶
予
制
度
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
猶
予
さ
れ
た
保
険
料
は
、
10

　

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納

　

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
（「
追
納
」
と
い
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
未
納
と
は
違
い
、
障

　

害
基
礎
年
金
受
給
の
際
の
保

　

険
料
納
付
条
件
に
も
備
え
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
な
お
、
追
納
さ
れ
れ
ば
、
老

　

齢
基
礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ

　

ま
す
。

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年

金
に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
税

制
優
遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を

積
立
て
、
老
後
に
よ
り
充
実
し

た
年
金
を
受
取
る
こ
と
が
で
き

る
公
的
な
年
金
で
す
。

■
そ
の
特
徴
は

〇
掛
金
が
全
額
「
社
会
保
険
料

　

控
除
」
で
、
受
け
取
る
年
金

　

も
「
公
的
年
金
等
控
除
」
の

　

対
象
で
す
。

〇
受
け
取
る
年
金
は
、
終
身
が

　

基
本
で
一
生
変
動
し
ま
せ
ん
。

〇
万
が
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一

　

時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。（
遺

　

族
保
証
の
な
い
Ｂ
型
も
選
べ

　

ま
す
）

〇
掛
金
は
、
加
入
時
の
年
齢
で

　

一
定
で
変
動
し
ま
せ
ん
。

■
加
入
で
き
る
方
は

〇
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

　

者
（
基
金
加
入
時
に
、
保
険

　

料
免
除
・
納
付
猶
予
の
方
を

　

除
き
ま
す
）

〇
国
民
年
金
の
任
意
加
入
者
（
60

　

歳
～
65
歳
未
満
の
方
や
会
在

　

住
の
方
）
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

　

℡
０
１
２
０

－

６
５

－

４
１
９
２

年
金
だ
よ
り

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

国
民
年
金
基
金
の

お

知

ら

せ

行
政
相
談
委
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
の
た
め
受
講
制
限
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予

約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
優
良
運
転
者
講
習
（
30
分
）

　
５
月
11
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分

　
５
月
24
日
（
水
）
午
後
２
時
30
分

■
一
般
運
転
者
講
習（
１
時
間
）

　

５
月
24
日
（
水
）
午
後
１
時

■
違
反
運
転
者
講
習（
２
時
間
）

　

５
月
11
日
（
木
）
午
後
１
時

■
初
回
講
習
（
２
時
間
）

　

５
月
11
日
（
木
）
午
後
１
時

※
会
場
は
全
て
余
市
町
中
央
公

　

民
館
で
す
。

※
該
当
す
る
講
習
を
ご
確
認
の

　

上
、
警
察
署
等
で
更
新
手
続

　

き
後
、
受
講
願
い
ま
す
。

※
「
優
良
運
転
者
」
は
過
去
５

　

年
間
違
反
な
し
、「
一
般
運

　

転
者
」
は
過
去
５
年
間
で
軽

　

微
な
違
反
が
１
回
の
み
、「
初

　

回
講
習
」
は
運
転
免
許
を
取

　

得
し
て
５
年
未
満
、
そ
れ
以

　

外
は
「
違
反
運
転
者
等
」
講

　

習
を
受
講
す
る
こ
と
と
な
り

　

ま
す
。

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

今
年
度
も
、
村
で
は
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
悠
楽
学
園
大
学

を
開
講
し
ま
す
。

　

講
師
は
毎
月
変
わ
り
、
テ
ー

マ
も
様
々
で
す
！
皆
さ
ま
、
ご

自
分
を
育
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
講
座
は
65
歳
以
上
の
方

な
ら
ど
な
た
で
も
、
無
料
で
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。（
宿
泊

研
修
を
除
き
ま
す
。）

　

毎
月
第
４
木
曜
日
の
午
前
10

時
30
分
～
正
午
ま
で
の
講
義
で

す
。

　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
４
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
・
悠

楽
学
園
大
学
担
当
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

通
年
の
ご
参
加
で
も
、
参
加

さ
れ
た
い
講
義
の
み
の
ご
参
加

も
自
由
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

℡
３
５

－

２
０
５
０

月日（第４木曜日） 講座名 講師

５月25日 悠楽学園大学開講式
講話「むらのうごき」 学校長（村長）

６月22日 防犯・交通安全教室 赤井川駐在所長

７月
（日付未定）

宿泊研修
※行程と日時は後日決定。

引率
悠楽学園大学役場担当職員

８月24日 保健師　講話 保健係　保健師

９月28日 くらしの講話 社会福祉協議会

10月26日 認知症カフェ 地域包括支援センター

11月22日 レクリエーション 協賛
赤井川村保健推進員協議会

12月28日 軽スポーツ 事務局

１月25日 多世代交流 赤井川へき地保育所

２月22日 救急救命・防災講習 北後志消防組合赤井川支署

３月28日 令和５年度
悠楽学園大学修業式 学校長（村長）・議長祝辞

　年度途中からの参加も出来ます。
　会場の都合がありますので、１ヶ月前にはご連絡ください。
※予定ですので、変更になる場合があります。内容は広報でお知らせします。

■講義の実施予定 令
和
５
年
度
悠
楽
学
園

大
学
参
加
者
募
集

　

北
海
道
に
は
、
地
域
ご
と
に

特
色
の
あ
る
風
土
と
食
材
が
あ

り
、
固
有
の
食
文
化
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
食
材
や
食

文
化
を
生
か
し
て
「
食
」
に
か

か
わ
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

食
の
知
恵
と
技
を
持
つ
方
々
を

「
食
づ
く
り
名
人
」
と
し
て
登

録
し
、
紹
介
す
る
こ
と
で
、
食

文
化
の
伝
承
や
新
た
な
食
品
づ

く
り
を
担
っ
て
い
た
だ
く
の
が
、

「
北
海
道
ら
し
い
食
づ
く
り
名

人
」
制
度
で
す
。

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

３
月
末
現
在
、
農
林
水
産
業
の

生
産
者
や
加
工
業
者
、
シ
ェ
フ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
食
に
関
わ
る

分
野
で
１
６
０
名
の
名
人
が
登

録
さ
れ
、
各
地
域
で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

食
づ
く
り
名
人
に
関
心
の
あ

る
方
は
、「
北
海
道
ら
し
い
食

づ
く
り
名
人
」
と
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
政
部
食
の
安
全
推
進
局
食

　

品
政
策
課
調
整
係

　

℡
０
１
１

－

２
０
４

－

５
４
２
７

「
北
海
道
ら
し
い

食
づ
く
り
名
人
」
制
度
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村
で
は
、
例
年
同
様
に
Ｊ
Ａ

新
お
た
る
及
び
赤
井
川
村
地

力
対
策
組
合
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
家
庭
菜
園
用
の
土
づ

く
り
を
希
望
す
る
一
般
世
帯

を
対
象
に
、
家
庭
用
バ
ー
ク
堆

肥
・
牛
糞
堆
肥
を
無
償
提
供
致

し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
の

と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
提
供
期
間

　

５
月
８
日（
月
）～
14
日（
日
）

■
申
込
期
限

　

５
月
２
日（
火
）

■
提
供
場
所

　

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

■
提
供
条
件

①
村
内
に
居
住
す
る
農
業
者
以

　

外
の
個
人
で
家
庭
菜
園
を
営

　

ん
で
い
る
方

※
堆
肥
を
村
外
に
持
ち
出
す
行

　

為
は
無
償
提
供
の
趣
旨
に
反

　

し
ま
す
の
で
ご
遠
慮
願
い

　

ま
す
。

②
自
分
の
責
任
に
お
い
て
積

　

込
・
搬
出
の
で
き
る
方

◇
少
量
の
方
に
は
肥
料
袋
も
用

　

意
し
て
お
り
ま
す
。

◇
赤
井
川
村
地
力
対
策
組
合
の

　

ご
協
力
に
よ
り
、５
月
13
日

　
（
土
）
及
び
14
日
（
日
）
は
タ

　

イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
に
よ
る
軽

　

ト
ラ
ッ
ク
等
へ
の
積
込
が
可

　

能
で
す
。

家
庭
用
バ
ー
ク

堆
肥
等
の
無
償
提
供

◇
住
居
が
密
集
し
て
い
る
地

　

域
で
は
、
臭
い
等
に
よ
り
近

　

隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら

　

な
い
よ
う
ご
理
解
を
い
た

　

だ
い
て
く
だ
さ
い
。

■
上
限
数
量　
　

　

１
家
庭
あ
た
り
軽
ト
ラ
ッ

　

ク
２
台
相
当
分
（
約
３
５
０

　

㎏
×
２
台
＝
約
７
０
０
㎏
）

■
申
込
方
法

　

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
本
所
（
営
農

　

経
済
部
営
農
課
）
へ
事
前
に

　

引
き
取
り
日
・
希
望
数
量
等

　

を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡
３
２

－

２
５
２
５

　

Fax
３
２

－

３
３
３
３

※
平
成
30
年
４
月
よ
り
旧
赤
井

　

川
事
業
所
が
閉
鎖
と
な
り
、

　

Ｊ
Ａ
新
お
た
る
本
所
へ
統

　

合
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し

　

た
ら
、
右
記
連
絡
先
へ
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

　

犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記
の
と
お
り
巡
回
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
実
施
場
所
ま
で
飼
い
犬
と
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程

実　

施　

時　

間

実　

施　

場　

所

９
時
30
分
～
９
時
50
分

日
ノ
出
集
会
所
前

10
時
10
分
～
10
時
20
分

二
池
田
集
会
所
前

10
時
30
分
～
10
時
40
分

旭
丘
集
会
所
前

11
時
00
分
～
12
時
15
分

赤
井
川
村
役
場
裏
公
用
車
車
庫

13
時
30
分
～
13
時
40
分

山
中
純
孝
宅
前

14
時
20
分
～
14
時
30
分

都
住
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

14
時
40
分
～
14
時
50
分

曲
川
集
会
所
前

◇
実
施
日　

令
和
５
年
５
月
29
日
（
月
）

※
予
防
注
射
料
金
は
、
１
頭
に
つ
き
３
，
２
４
０
円
で
す
。
新
規
に

　

登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
１
頭
に
つ
き
、
３
，
０
０
０
円
の
登
録
手

　

数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
用
意
願
い
ま
す
。
料
金

　

に
つ
い
て
は
、
つ
り
銭
の
い
ら
な
い
様
ご
協
力
願
い
ま
す
。

※
当
日
実
施
で
き
ず
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
等
で
予
防
接
種
を

　

受
け
た
場
合
は
、
病
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
証
明
書
を
保
健
福
祉
課

　

国
保
衛
生
係
に
提
出
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

注
射
済
票
の
交
付
に
は
５
５
０
円
の
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

　

ご
用
意
願
い
ま
す
。

※
登
録
及
び
注
射
を
受
け
た
犬

　

で
あ
っ
て
も
放
し
飼
い
を
し

　

た
場
合
は
野
犬
と
み
な
さ
れ
、

　

処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い

　

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

　

ま
す
。

※
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
保
健
福
祉
課
国
保
衛
生

　

係
（
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

℡
３
５

－

２
０
５
０
）
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
様
へ
お
願
い

　

最
近
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
何
件
か
ご
連
絡
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下

の
３
点
に
つ
い
て
、
再
度
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は

　

必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま
し

　

ょ
う
！

●
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主

　

の
義
務
で
す
。
必
ず
飼
い

　

主
が
後
始
末
を
行
い
ま
し

　

ょ
う
！

●
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

　

や
め
ま
し
ょ
う
！
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赤
井
川
村
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
開
催
月
日
／
３
月
28
日

◆
会
議
案
件

◇
賃
貸
借
契
約
等
の
解
除
に
つ

　

い
て

◇
農
業
委
員
会
の
最
適
化
活
動

　

の
目
標
の
設
定
等
に
つ
い
て

◇
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決

　

定
に
つ
い
て

◇
農
地
法
第
３
条
第
１
項
の
規

　

定
に
よ
る
許
可
申
請
に
つ
い

　

て
◇
農
地
法
改
正
に
伴
う
農
地
法

　

第
３
条
第
２
項
第
５
号
に
定

　

め
る
下
限
面
積
の
廃
止
に
つ

　

い
て

◇
農
業
経
営
改
善
計
画
（
認
定

　

農
業
者
）、
青
年
等
就
農
計

　

画
（
新
規
就
農
認
定
）
に
つ

　

い
て

　

農
業
経
営
改
善
計
画
（
認

定
農
業
者
）、
青
年
等
就
農
計

画
と
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
に
基
づ
き
、
赤
井
川
村

が
地
域
の
実
情
に
即
し
て
効
率

的
・
安
定
的
な
農
業
経
営
の
目

標
等
を
内
容
と
す
る
基
本
構
想

を
策
定
し
、
こ
の
目
標
を
目
指

し
て
農
業
者
が
作
成
し
た
農
業

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
委
員
会
総
会 

第
35
回

お

知

ら

せ
経
営
改
善
計
画
及
び
青
年
等
就

農
計
画
を
認
定
す
る
制
度
で
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
農
業

委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
産
業

係
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
農
地
情
報
の
提
供
の
お
願
い

　

農
業
委
員
会
で
は
、「
耕
作

で
き
な
い
の
で
誰
か
耕
作
者
は

い
な
い
か
？
」
そ
ん
な
皆
様
の

声
を
反
映
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た

情
報
に
よ
っ
て
、
農
地
利
用
希

望
者
（
新
た
に
農
業
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
方
、
農
業
経

営
の
規
模
拡
大
を
考
え
て
い
る

方
、
定
年
を
迎
え
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
方
等
）
へ
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
農
地

の
流
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
農
地
を
お
持
ち

の
方
は
、
赤
井
川
村
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
農
地
の
賃
借
、
売
買

及
び
転
用
は
、
農
業
委
員
会
の

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
賃

借
等
を
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◇
受
付
件
数 

売
買
希
望　

９
件

 

買
受
希
望　

３
件

 

（
令
和
５
年
４
月
10
日
現
在
）

　

昨
年
４
月
よ
り
、
赤
井
川
村

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
赤

井
川
村
か
ら
医
療
法
人
社
団
白

樺
会
が
運
営
を
引
き
継
ぎ
サ
ー

ビ
ス
提
供
し
て
い
ま
す
。
入

浴
・
食
事
・
運
動
な
ど
の
基
本

的
な
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、

誕
生
会
や
季
節
行
事
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
で
の
入
浴
に
不
安
が
あ

る
、
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
よ

り
も
体
を
動
か
し
た
い
、
外
に

出
て
交
流
し
た
い
な
ど
希
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
、

受
け
て
い
な
い
方
も
ご
興
味
の

あ
る
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

赤
井
川
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
（
髙
橋
、
藤
井
）

　

℡
３
５

－

２
０
０
０
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お知らせ伝言板

令和５年度 村発注予定工事等情報の公表について
　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律が、平成13年４月１日より施行されております。
　村では、引き続き令和５年度も、入札・契約手続きの透明性及び公平性を確保するために、工事及び委託業務
等に係る発注予定等情報の公表を行います。公表の方法は、例年同様４月１日現在の工事発注予定（250万円以上）
を広報及び村ホームページに掲載するとともに、告示（村内３箇所）及び役場内に掲示します。
　また、内容等に変更・追加が生じた場合については、10月１日を目途に再度公表を行う予定となっております。
　なお、ご不明な点がございましたら、建設課土木係までお問い合わせください。

工事種別
（工事区分）

工事（業務）名 工事（業務）
箇所

工事（業務）
概要

発注予定
時期

予定工期
（ケ月）

入札及び
契約方式

主要村道草刈・維持作業
L＝１３４．０㎞（９２路線）

維　持 村道舗装補修工事 村内全域 A＝６００㎡ ４月下旬 ３ヶ月 指名競争入札
村道等除雪作業
L＝６４．６㎞（７４路線）

土　木 富田線道路改良工事 字富田 L＝３６ｍ、Ｗ＝４．０ｍ ５月中旬 ４ヶ月 指名競争入札
土　木 北丸山線実測実施設計業務 字赤井川 L＝４５０ｍ ５月中旬 ７ヶ月 指名競争入札
土　木 北丸山線用地確定測量業務 字赤井川 L=４５０ｍ ５月中旬 ７ヶ月 指名競争入札
土　木 北丸山線道路改良工事 字赤井川 L＝１３３ｍ、Ｗ＝４．０ｍ 10月中旬 ４ヶ月 指名競争入札
土　木 西池田橋補修工事 字池田 １橋 ６月中旬 ７ヶ月 指名競争入札
土　木 池田川護岸復旧工事（その１） 字池田 L＝４５ｍ ５月中旬 ４ヶ月 指名競争入札
土　木 池田川護岸復旧工事（その２） 字池田 L＝４５ｍ ９月中旬 ４ヶ月 指名競争入札

常盤簡水・専水浄水場活性
炭交換

水　道 量水器取替工事 字赤井川 Ｎ＝１２１台 ５月下旬 ７ヶ月 指名競争入札
塗　装 職員住宅塗装工事 字赤井川 １棟４戸 ５月上旬 ３ヶ月 指名競争入札
塗　装 村営都団地塗装工事 字都 １棟３戸 ５月上旬 ３ヶ月 指名競争入札

村営中央団地共用部個別改善
改修工事

２棟６戸　個別改善（屋
根・外壁）　A＝３９９㎡
１棟３戸　個別改善

（給湯設備・ユニットバス）
村営中央団地共用部個別改善
実施設計業務

２棟６戸　個別改善（屋
根・外壁）　A＝３９９㎡

建　築 村営中央団地耐力度調査業務 字赤井川 １棟３戸　耐力度調査 ６月下旬 ２ヶ月 指名競争入札
業　務 課税電算業務 字赤井川 課税に係る電算業務 ４月上旬 １２ヶ月 随意契約

業　務 字赤井川
行政システム の基幹系プ
リンター及びサーバー類の
更新

５月上旬 １１ヶ月 随意契約

社会保障・税番号制度システ
ム整備業務

戸籍及び戸籍附票の読み仮
名に対応するための改修

維　持 庁舎清掃業務 字赤井川
役場庁舎及び健康支援セン
ターの日常清掃及び定期清
掃

４月上旬 １２ヶ月 随意契約

自治体ネットワーク強靭化更
新作業

クラウドサーバー、ネット
ワーク機器の更新

業　務 字赤井川
新た に設置す る温泉熱利
用設備、排湯熱利用設備の
導入効果検証等を行う

５月上旬 １１ヶ月 随意契約

村道等除雪業務

村道草刈及び維持作業業務

５月下旬

１２ヶ月

活性炭交換運搬処分業務

維　持

維　持

建　築

業　務

業　務

字赤井川

字赤井川

字常盤

字赤井川

随意契約

指名競争入札

随意契約

１１ヶ月

４ヶ月

５ヶ月

一般競争入札

６月上旬

７月中旬

４月上旬

11月初旬

４月中旬維　持

５ヶ月

７ヶ月 一般競争入札村内全域

村内全域

村営中央団地個別改善改修
工事

基幹系プリンター更新及び
サーバー更新業務

随意契約

７月上旬 ５ヶ月 指名競争入札

建　築

字赤井川

字赤井川 ４月下旬 ３ヶ月 指名競争入札

カルデラ温泉熱利用設備導
入効果検証ほか業務

建　築
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工事種別
（工事区分）

工事（業務）名 工事（業務）
箇所

工事（業務）
概要

発注予定
時期

予定工期
（ケ月）

入札及び
契約方式

業　務 字赤井川ほか ５月上旬 １１ヶ月

カルデラ温泉ほかエネルギー
転換設備導入工事

カルデラ温泉施設等におけ
る温泉熱利用設備を導入

工　事 村有林造林工事 字富田 造林計画に基づく搬出間伐 ５月中旬 ４ヶ月 指名競争入札

維　持 スクールバス運行管理業務 村内全域 スクールバスの運行管理 ４月上旬 １２ヶ月 随意契約
維　持 外国語指導助手派遣業務 字赤井川・字都 外国語指導助手の派遣 ４月上旬 １２ヶ月 随意契約

維　持 字赤井川・字都
赤小、都小、赤中、郷土資料
館、都プール、山村広場の草
刈

４月中旬 ５ヶ月 指名競争入札

カルデラ公園・栗林公園管理
業務
み や こ公園・都運動公園管
理業務
カルデラ温泉既存熱源設備ほ
か改修実施設計委託業務

ボイラー等改修工事実施計
画書作成

カルデラ温泉既存熱源設備等
改修工事

維　持 落合ダム取水放流点検業務 字落合 取水放流設備の点検 ８月上旬 ３か月 随意契約
工　事 落合ダム放流施設外壁補修工事 字落合 放流施設の補修 ４月下旬 ２ヶ月 指名競争入札

　

令
和
5
年
度
調
理
師
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日
時

　

８
月
29
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
試
験
地

　

札
幌
市
（
後
志
圏
域
在
住
の

　

方
は
札
幌
市
が
試
験
地
と
な

　

り
ま
す
。）

■
受
験
料

　

６
，
９
０
０
円
に
相
当
す
る

　

額
面
の
北
海
道
収
入
証
紙

■
試
験
科
目
及
び
試
験
方
法

　

食
文
化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、

　

栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

　

生
学
及
び
調
理
理
論
に
つ
い

　

て
の
筆
記
試
験

■
受
験
資
格

　

学
校
教
育
法
（
昭
和
22
年
法

　

律
第
26
号
）
第
57
条
に
規
定

　

す
る
者
（
調
理
師
法
附
則
第

　

３
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
教

　

育
法
第
57
条
に
規
定
す
る
者

　

と
み
な
さ
れ
る
者
を
含
む
。）

　

で
あ
っ
て
、
多
数
人
に
対
し

　

て
飲
食
物
を
調
理
し
て
供
与

　

す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、
病
院

　

等
の
施
設
又
は
食
品
衛
生
法

　

施
行
令
（
昭
和
28
年
政
令
第

　

２
２
９
号
）
第
35
条
第
１
号

　
（
飲
食
店
営
業
）、第
14
号（
魚

　

介
類
販
売
業
）、
第
32
号
（
そ

　

う
ざ
い
製
造
業
）、
第
26
号

　
（
複
合
型
そ
う
ざ
い
製
造
業
）

　

に
掲
げ
る
営
業
に
お
い
て
令

　

和
５
年
５
月
19
日
ま
で
に
２

　

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事

　

し
た
者
。

■
願
書
受
付
期
間

　

５
月
8
日
（
月
）
か
ら

　

５
月
19
日
（
金
）
ま
で

■
提
出
書
類

〇
調
理
師
試
験
受
験
願
書

〇
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ

　

ー
ド

〇
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

　

各
１
部

■
受
験
案
内
（
願
書
）
配
布
場
所

　

各
保
健
所
・
支
所
で
配
布
す

　

る
ほ
か
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
受
験
願
書

　

提
出
先

○
北
海
道
倶
知
安
保
健
所
企
画

　

総
務
課
企
画
係

　

〒
０
４
４

－

０
０
０
１

　

虻
田
郡
俱
知
安
町
北
１
条
東

　

２
丁
目

　

℡
０
１
３
６

－

２
３

－

１
９
５
２

○
北
海
道
倶
知
安
保
健
所
余
市

　

地
域
保
健
支
所

　

〒
０
４
６

－

０
０
１
５

　

余
市
郡
余
市
町
朝
日
町
12
番
地

　

℡
２
３

－

３
１
０
４

○
北
海
道
岩
内
保
健
所
企
画
総

　

務
課
企
画
係

　

〒
０
４
５
－
０
０
２
２

　

岩
内
郡
岩
内
町
清
住
２
５
２

　

－

１

　

℡
０
１
３
５

－

６
２

－

１
５
３
７

字赤井川

維　持

維　持

字赤井川ほか

字赤井川

字都

村内全域

指名競争入札

５月中旬

１１ヶ月

７ヶ月

維　持

字赤井川

随意契約

５月上旬

４月上旬

４月下旬

８月上旬

地域福祉計画の策定

工　事

工　事

維　持

８ヶ月

３ヶ月

指名競争入札

指名競争入札

公募型プロポー
ザル

１０ヶ月地域福祉計画策定業務

教育施設環境整備（草刈）
業務

公園草刈・追肥等

公園草刈・追肥等 ４月上旬 ７ヶ月 指名競争入札

ボイラー等改修工事

令
和
５
年
度
調
理
師

免
許
試
験
の
実
施

公共施設の再エネ設備導
入可能性、木質バイオマス
利用可能性等各種調査及
びゼロカーボン推進戦略
協議会の運営支援業務

ゼロカーボンビレッジ推進
調査業務

公募型プロポー
ザル
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４
月
１
日
付
け
で
赤
井
川
村

内
の
小
中
学
校
に
赴
任
さ
れ

た
、
14
名
の
教
職
員
の
方
々
へ

の
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
こ

れ
か
ら
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。今
回
赴
任

さ
れ
た
14
名
の
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。

◇
赤
井
川
小
学
校

　

都
築
愛
一
郎　

教
頭

（
小
樽
桜
小
学
校
）

　

日
置　

昌
代　

教
諭

（
仁
木
小
学
校
）

　

瀬
戸
川
典
子　

教
諭

（
倶
知
安
西
小
学
校
）

　

佐
藤　

英
治　

教
諭

（
真
狩
中
学
校
）

　

滝
澤　

素
代　

養
護
教
諭

（
余
市
紅
志
高
等
学
校
）

◇
都
小
学
校

　

山
本　

里
香　

校
長

（
倶
知
安
西
小
学
校
）

　

大
磯　

俊
一　

教
頭

（
黒
松
内
小
学
校
）

　

藤
村　

晴
美　

教
諭

（
東
陽
小
学
校
）

　

嘉
山　

嘉
紀　

教
諭

（
登
小
学
校
）

　

加
賀　

一
朗　

事
務
職
員

（
長
橋
小
学
校
）

◇
赤
井
川
中
学
校

　

浦
嵜　

晶
明　

校
長

（
泊
中
学
校
）

　

白
井　

尚
史　

教
頭

（
岩
内
第
一
中
学
校
）

　

本
間　
　

崇　

教
諭

（
紋
別
中
学
校
）

　

工
藤　

寛
明　

教
諭

（
大
成
中
学
校
）

※
（　

）
内
は
そ
れ
ぞ
れ
転
出

　

先
、
転
入
先

教
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）
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【
総
務
課
】

　

▽
総
務
課
付
後
志
広
域
連
合
派
遣

　

瀨
戸　

雅
哉

（
住
民
課
長
）

【
住
民
課
】

　

▽
住
民
課
長　

小
林　

義
幸

　
（
建
設
課
土
木
係
長
）

　

▽
住
民
係
長　

柏
谷　

一
樹

　
（
同
係
）

【
保
健
福
祉
課
】

　

▽
介
護
保
険
係
兼
国
保
衛
生
係

　

村
田　

洋
太

（
総
務
課
付
後
志
広
域
連
合
派
遣
）

【
産
業
課
】

　

▽
産
業
課
主
幹
兼
土
地
改
良

　
　

係
長
兼
農
政
係
長

　

佐
藤　

博
信

（
土
地
改
良
係
長
兼
農
政
係
長
）

　

▽
産
業
課
主
幹
兼
産
業
係
長

　
　

併
農
業
委
員
会
農
地
係
長

　

天
野　

勝
吾

（
産
業
係
長
併
農
業
委
員
会
農
地
係
長
）

　

▽
産
業
係
併
農
業
委
員
会
書
記

　

今
泉　
　

央

　
（
新
採
用
）

　

▽
農
政
係
兼
土
地
改
良
係

二
川　

胤
希

（
産
業
係
併
農
業
委
員
会
書
記
）

【
建
設
課
】

　

▽
建
設
課
長

釣
賀　

謙
一

（
主
幹
水
道
係
長
兼
建
築
係
）

　

▽
主
幹
兼
土
木
係
長

今
城　
　

豪

（
建
設
課
長
）

　

▽
建
築
係
長
兼
水
道
係
長

工
藤　

徳
真

（
建
築
係
長
兼
水
道
係
）

　

▽
水
道
係

川
村　

佳
永

（
産
業
課
農
政
係
兼
土
地
改
良
係
）

※
（　

）
は
異
動
前
、
新
採
用

　

の
み
顔
写
真
掲
載
。

４
月
１
日
付
け

職
員
人
事
異
動

　４月の区会回覧の際に、各世帯へお配りした「赤井川村のカーボンニュートラル」をご覧になりましたか？
　このパンフレットは、令和４年度に住民の皆さま、村内事業者・農業者の皆さまにご協力いただいた「二酸化炭
素排出量アンケート調査の結果を取りまとめた集大成です。２月20日に開催されました「地球温暖化とゼロカー
ボン講演会」において発表された、北海道大学大学院生・嶋村さんの研究成果を基に作成されています。
　このコーナーで内容のすべて紹介することはできませんが、特に見ていただきたい内容を紹介いたします。

　パンフレットの表紙には、「カーボンニュートラルとは何か？」が分かりやすい画像付きで紹介され、裏表紙では「村
の未来のために何ができるか考えてみましょう」など、実際に私たち1人ひとりが取り組めることが記載されていま
すので、生活に「ゼロカーボン」を取り入れる際のご参考にしていただければと思います。

「ゼロカーボン」ってなあに？　
　第６回　パンフレット「赤井川村のカーボンニュートラル」をご覧にな
　　　　　りましたか？？

　右にお示しして
いるのは、パンフ
レットの見開きの
ページです。（※実
物はフルカラーで
す。）

　このページには、
皆さまにご回答い
ただいた、エネル
ギー使用量をもと
に二酸化炭素の排
出量を様々な角度
から推計していま
す。

　村全体の年間排
出量の推計と排出
割合の大きな部門、
家庭からの排出量
の推計、世帯の特
徴別エネルギー使
用量が絵やグラフ
とともに紹介され
ています。

　なんと、赤井川
村の世帯当たりの
排出量は、自動車
で地球を半周した
時の排出量に相当
するそうです。
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お知らせ伝言板

　

村
で
は
本
村
に
お
住
ま
い
の

方
、
ま
た
来
村
さ
れ
る
方
が
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
量
率
情
報
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

お
知
ら
せ
す
る
数
値
は
北
海
道

に
よ
り
整
備
さ
れ
た
環
境
放
射
線

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
及
び
テ
レ

メ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
取
集

さ
れ
た
も
の
で
、
測
定
方
法
等
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

■
測
定
方
法

◇ 

測
定
機
器
／
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ

ス
ト
（
北
海
道
設
置
）

◇ 

測
定
場
所
／
北
後
志
消
防
組

合
赤
井
川
支
署

◇ 

測
定
時
間
／
10
分
間
隔
で
常

時
測
定

◇
公
表

広
報
／
毎
週
火
・
金
曜
日
の

午
前
９
時
現
在
デ
ー
タ
（
前
月

14
日
ま
で
の
結
果
）
を
掲
載

※ 

即
時
デ
ー
タ
を
村
で
抽
出
し

て
掲
載
す
る
こ
と
か
ら
、
北

海
道
が
公
式
に
発
表
す
る
デ

ー
タ
と
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
／
北
海
道
原
子
力
環
境

セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
で
即
時
デ
ー

タ
が
確
認
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.genshi.pref.

hokkaido.jp/

）

※ 

Ｈ
Ｐ
で
公
表
さ
れ
て
い
る
内

容
は
役
場
庁
舎
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
で
も
ご

覧
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇ 

測
定
単
位
／
μ
Ｇ
ｙ
（
マ
イ

ク
ロ
グ
レ
イ
）

　

天
気
は
数
日
の
周
期
で
変
わ

る
で
し
ょ
う
。

赤
井
川
村
の
空
間
放
射
線
量
の
状
況

◇
気
温

－

高
40
％
・
平
30
％
・

　

低
30
％

◇
降
水
量

－

高
30
％
・
平
40
％
・

　

低
30
％

■モニタリングポストによる測定データ

年月日 空間放射線量率
（単位：μGy） 天候

2023.3.17 0.040 くもり
3.21 0.040 晴れ
3.24 0.037 くもり
3.28 0.045 晴れ
3.31 0.052 雨
4.4 0.049 くもり
4.7 0.058 雨
4.11 0.050 くもり
4.14 0.050 くもり

※空間放射線量は平常レベルで推移しています。

５
月
の
気
象
情
報

　

春
の
登
山
や
山
菜
採
り
の
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

時
期
、
平
地
は
春
の
よ
う
な
気

温
で
も
、
山
に
雪
が
残
っ
て
い

る
場
合
は
、
雪
崩
や
、
気
温
の

低
下
と
風
に
よ
る
低
体
温
症
な

ど
冬
山
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
春
は
雪

解
け
に
よ
る
沢
の
急
激
な
増
水

の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

遭
難
な
ど
の
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
登
山
や
山
菜
採
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

〇
最
新
の
天
気
予
報
を
十
分
確

　

認
し
、
悪
天
や
天
気
の
急
変

　

が
予
想
さ
れ
る
際
に
は
、
無

　

理
な
行
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

〇
も
し
も
の
場
合
に
備
え
て
準

　

備
は
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

防
寒
対
策
や
雨
具
、
食
料
の

　

準
備
、
連
絡
手
段
を
絶
や
さ

　

な
い
た
め
の
携
帯
電
話
、
予

　

備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
も
準

　

備
し
ま
し
ょ
う
。

〇
単
独
行
動
は
避
け
て
、
経
験

　

豊
富
な
人
と
一
緒
に
行
動
し
、

　

行
先
は
家
族
に
も
伝
え
て
お

　

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
登
山

　

計
画
書
の
提
出
も
忘
れ
ず
に

　

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
時
期
は
一
年
を
通
し
て

空
気
が
最
も
乾
燥
し
、
山
火
事

　
　

◇
赤
井
川
村
農
林
業
活
性

　
　
　

化
推
進
協
議
会
事
務
局

　
　
　

会
議

30
日
◇
赤
井
川
村
畜
産
ク
ラ
ス

　
　
　

タ
ー
協
議
会
設
立
総
会

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女

子
）、
一
般
幹
部
候
補
生
（
一

般
・
歯
科
・
薬
剤
）、
医
科
・

歯
科
幹
部
を
募
集
し
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹

　

候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳

　

以
上
33
歳
未
満
に
改
正
さ
れ

　

ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２

－

22

－

４

　

樽
石
ビ
ル
2
Ｆ

　

℡
０
１
３
４

－

２
２

－

５
５
２
１

春
の
登
山
や
山
菜
採
り
は

安
全
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

自
衛
官
募
集

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

山
火
事
の
原
因
の
多
く
は
、
た

き
火
や
た
ば
こ
な
ど
の
火
の
取

り
扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
火
の
使
用

中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用

後
は
完
全
に
消
火
し
た
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

札
幌
管
区
気
象
台
地
域
防
災

　

推
進
課

　

℡
０
１
１

－

６
１
１

－

６
１
４
９

１
日
◇
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

◇
学
校
運
営
協
議
会

２
日
◇
確
定
申
告
事
務
／
～
15
日

10
日
◇
放
課
後
子
ど
も
教
室
説

　
　
　

明
会

15
日
◇
赤
井
川
村
長
選
挙
・
赤

　
　
　

井
川
村
議
会
議
員
選
挙

　
　
　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

16
日
◇
総
合
教
育
会
議

　
　

◇
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

　
　
　

協
働
組
合
制
度
勉
強
会

20
日
◇
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

　
　

◇
教
頭
会
議

23
日
◇
畑
地
灌
漑
推
進
モ
デ
ル

　
　
　

圃
場
設
置
事
業
赤
井
川

　
　
　

地
区
推
進
協
議
会
幹
事
会

　
　

◇
社
会
教
育
委
員
協
議
会

　
　

◇
入
札

24
日
◇
赤
井
川
村
特
別
支
援
教

　
　
　

育
連
携
協
議
会

27
日
◇
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
　
　

員
会

む
ら
の
日
誌（
３
月
）
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INFORMATION

人
口
と
世
帯

日本人 外国人 総人口 前月比

人　口 ９７９ １６４ １，１４３ ＋５

男 ４９３ １０８ ６０１ ＋４

女 ４８６ ５６ ５４２ ＋１

世帯数 ５１３ １５３ ６７１ ＋７

※令和５年３月31日現在

住
民
の
ま
ど

 〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
届
出
〉

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

お
名
前　

月
・
日
（
ご
両
親
）
区
会

岩
渕　

陽ひ

奈な
ち
ゃ
ん　

３
・
３　

２
池
田

（
岩
渕　

康
哲
さ
ん
・

Ｚ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ　

Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｑ
Ｉ
Ｕ
さ
ん
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お　

名　

前　
　

年
齢　

区
会

安
達
ゆ
か
り
さ
ん　

81
歳　
１
町
内

　　

　

　

　

　

　

村
長
の
う
ご
き

 

〈
３
月
15
日
～
４
月
14
日
〉

（
３
月
）

15
日
◇
赤
井
川
中
学
校
卒
業
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

16
日
◇
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

　
　
　

協
働
組
合
制
度
勉
強
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
総
合
教
育
会
議
／
字
赤

　
　
　

井
川

17
日
◇
村
内
小
学
校
卒
業
式
／

　
　
　

赤
井
川
村
内

20
日
◇
総
務
開
発
常
任
委
員
会

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
令
和
４
年
度
全
国
土
地

　
　
　

改
良
事
業
連
合
会
後
志

　
　
　

支
部
臨
時
全
体
会
議
／

　
　
　

倶
知
安
町

22
日
◇
海
上
自
衛
隊
余
市
防
備

　
　
　

隊
司
令
離
任
挨
拶
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
退

　
　
　

任
挨
拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建

　
　
　

設
・
運
輸
施
設
整
備
支

　
　
　

援
機
構
北
海
道
新
幹
線

　
　
　

建
設
局
長
退
任
挨
拶
／

　
　
　

字
赤
井
川

　
　

◇
令
和
４
年
度
「
後
志
の

　
　
　

む
ら
」
連
携
協
議
会
総

　
　
　

会
／
倶
知
安
町

23
日
◇
（
株
）
セ
コ
マ
へ
企
業

　
　
　

版
ふ
る
さ
と
納
税
感
謝

　
　
　

状
贈
呈
／
札
幌
市

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

24
日
◇
悠
楽
学
園
大
学
修
了
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
転
出
教
職
員
離
任
挨
拶

　
　
　

／
字
赤
井
川

27
日
◇
北
海
道
新
聞
小
樽
支
社

　
　
　

長
来
庁
懇
談
／
字
赤
井

　
　
　

川

28
日
◇
赤
井
川
郵
便
局
長
来
庁

　
　
　

懇
談
／
字
赤
井
川

　
　

◇
入
札
／
字
赤
井
川

30
日
◇
経
済
産
業
省
北
海
道
経

　
　
　

済
産
業
局
電
源
開
発
調

　
　
　

整
官
退
任
挨
拶
／
字
赤

　
　
　

井
川

31
日
◇
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

　
　
　

村
田
憲
俊
候
補
出
陣
式

　
　
　

／
岩
内
町

　
　

◇
新
規
就
農
者
・
新
規
就

　
　
　

農
研
修
生
意
見
交
換
会

　
　
　

・
交
流
会
／
字
赤
井
川

（
４
月
）

３
日
◇
辞
令
交
付
・
訓
示
／
字

　
　
　

赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
知
事
選
挙
鈴
木

　
　
　

直
道
候
補
遊
説
対
応
／

　
　
　

余
市
町

４
日
◇
赤
井
川
村
議
会
第
１
回

　
　
　

臨
時
議
会
／
字
赤
井
川

５
日
◇
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

　
　
　

市
橋
修
治
候
補
遊
説
対

　
　
　

応
／
字
赤
井
川

　
　

◇
（
株
）
福
津
組
へ
地
域

　
　
　

貢
献
感
謝
状
贈
呈
／
古

　
　
　

平
町

　
　

◇
小
樽
市
副
市
長
就
任
挨

　
　
　

拶
／
字
赤
井
川

６
日
◇
村
内
小
学
校
入
学
式
／

　
　
　

赤
井
川
村
内

7
日
◇
赤
井
川
中
学
校
入
学
式

　
　
　

／
字
赤
井
川

　
　

◇
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

　
　
　

村
田
憲
俊
候
補
遊
説
対

　
　
　

応
／
字
赤
井
川

　
　

◇
余
市
警
察
署
長
着
任
挨

　
　
　

拶
／
字
赤
井
川

８
日
◇
北
星
学
園
余
市
高
等
学

　
　
　

校
入
学
式
／
余
市
町

10
日
◇
北
海
道
開
発
局
小
樽
開

　
　
　

発
建
設
部
道
路
計
画
課

　
　
　

長
来
庁
／
赤
井
川

12
日
◇
入
札
／
字
赤
井
川

　
　

◇
酪
農
を
継
続
す
る
た
め

　
　
　

の
検
討
会
議
／
倶
知
安

　
　
　

町

13
日
◇
石
狩
森
林
管
理
署
長
着

　
　
　

任
挨
拶
／
字
赤
井
川

　
　

◇
海
上
自
衛
隊
余
市
防
備

　
　
　

隊
司
令
着
任
挨
拶
／
字

　
　
　

赤
井
川

14
日
◇
新
お
た
る
農
業
協
同
組

　
　
　

合
通
常
総
会
／
仁
木
町

■
日
時

　

５
月
17
日
（
水
）

　

午
後
1
時
か
ら
午
後
４
時

■
場
所

　

余
市
町
中
央
公
民
館
（
余
市

　

町
大
町
４
丁
目
１
４
３
番
地
）

　

℡
２
３

－

５
０
０
１

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前

　

に
必
ず
余
市
町
役
場
へ
ご
連

　

絡
願
い
ま
す
。

　
（
℡
２
１

－

２
１
１
１
）

■今月の表紙
　今月の表紙は、小学校入学式からの1枚
です。
　式中の新入生紹介の場面で、名前を呼
ばれマイクが必要ないくらい元気な声で返
事をしていました。とても立派でした。
　入学生の皆さん、入学おめでとうござい
ます！

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
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広報あかいがわでは、今後も村民の皆さんの身近な話題を掲載していきます。
皆さんが予定している行事や参加しているサークル・ボランティア活動の話
題などありましたら、総務課企画地域振興係までお知らせください。紙面の
都合により掲載できない場合もありますが、できるだけ掲載するよう努力し
てまいります。また広報や村政に対するご意見・ご感想も募集していますの
で、メール又は郵送でお寄せください。

広報あかいがわに掲載された写真は被写体となった方や関係される方々へ提
供することができます。ご希望の方はお気軽にご相談ください。

赤井川村写真館～赤井川の四季～

赤井川の満月
撮影：牧野　直樹
場所：赤井川小学校
撮影日：2023年3月7日

※「赤井川村写真館」へ掲載する写真を募集し
　ています！
　あなたが撮影した村内の風景や静物、人物
などの写真を広報あかいがわに掲載してみま
せんか？掲載したいまたはしても良いという
方がおられましたら、役場総務課企画地域振興
係までご連絡ください。なお、写真はプリン
ト、データどちらでもかまいませんが、2300×
1550PIXEL以上でお願いします。応募のあった
中から内部で審査を行い掲載していきます。掲
載希望がない場合は広報担当及び役場職員が撮
影した写真やその他情報を掲載していきます。
あなたもこの機会に赤井川村を見つめ直してみ
ませんか？


